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今年度でスタディーツアー10周年！ 

私
達
の
ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
は

今
年
度
で
一
〇
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
日
越
合
わ
せ
て
六
十
六
名
が

参
加
し
た
今
年
度
の
ツ
ア
ー
で

は
、「
日
越
青
少
年
交
流
の
森
」
の

下
刈
り
作
業
を
継
続
し
て
行
う
と

共
に
、
昨
年
に
引
き
続
き
放
棄
塩

田
で
の
試
験
植
林
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
戦
争
証
跡
博
物
館
で

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
の
討
論

会
、
子
ど
も
た
ち
の
寄
宿
舎
訪
問
、

ベ
ト
ナ
ム
人
学
生
の
案
内
に
よ
る

市
内
観
光
な
ど
を
通
し
て
、
両
国

の
若
者
に
よ
る
交
流
が
盛
ん
に
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

昨
年
三
月
に
は
東
日
本
大
震
災

に
見
舞
わ
れ
、
ツ
ア
ー
開
催
の
是

非
も
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

生
態
系
の
回
復
を
目
指
す
と
共

に
、
若
者
に
交
流
の
場
を
提
供
す

る
我
々
の
活
動
は
継
続
し
て
行
う

こ
と
に
意
義
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
考
え
か
ら
例
年
通
り
実
施

致
し
ま
し
た
。
今
後
も
で
き
る
だ

け
長
く
こ
の
活
動
を
継
続
し
て
い

く
所
存
で
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
・
ご
協
力
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

 

 



  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

`11 スタディーツアー行程表 

 ベトナム人学生との交流を通して、語学

に対する意識の違いを学ぶことができま

した。辞書を片手に、常にメモを取って

いて、分からないことは積極的に聞いて

いる印象が強く、とても勉強熱心でした。

お互いに良い刺激が得られる貴重な経験

ができたと思います。また、彼らは非常

に親切で、親しみやすかったです。 

 

空港を出た私たちの目に飛び込んで

きたのはバイク・車・自転車が入り乱

れながら道路を走っている光景でし

た。ホーチミンは非常ににぎやかであ

り、エネルギーに満ちあふれ、人の勢

いに終始圧倒されっぱなしでした。経

済成長が著しいベトナムを肌で感じ

ることができ、私達も負けてはいられ

ない！と感じました。 

タントンヒェップ寄宿舎ではカンザーの

子供達と、私たちが日本から持ってきたお

もちゃやサッカー、習字をして遊びまし

た。言葉は通じないけど、遊びを通して言

葉の壁は乗り越えられるということを実

感しました。遊んだ後はみんなでカレーを

食べました。日本から持ってきたカレーを

子供達がおいしそうに食べている姿を見

て、うれしい気持ちになりました。 

 足場が悪く、蟻にかまれながらの作

業となり、ニッパヤシ刈りや塩田での

植林はつらい作業でしたが、みんなで

協力してやり遂げたあと、とても達成

感がありました。それとともに、一度

壊してしまった環境を取り戻すことは

困難だということも改めて実感しまし

た。 

 

 

カンザーでの植林作業 

ベトナム人との交流 

 

ベトナム戦争 

この戦争の犠牲は大きく、撤退したアメリカ

軍でさえ５万８千人以上の戦死者を出しま

した。南北ベトナム人民に至っては２００万

近い人が犠牲になったといわれています。戦

争の傷跡は想像を超え、本当に残酷なもので

した。大量に空中散布された枯葉剤の後遺症

は今でも残っており、また、多くの自然を破

壊すことになり生態系にも多くの被害を与

えました。もう二度とこのような戦争をして

はならないと、強く感じました。 

記事中の感想は、2011 スタディツアー感想文集『message』を参考に

しました。このツアーに対するベトナム・日本の参加者の感想を中心に

まとめてあり、彼らが現地で何を感じ、考えたのかがわかる一冊です。

『message』は 1 冊 500 円にて販売しています。ぜひ読んでみたいと

いう方は、お手紙・e メール（次ページ参照）またはイベント時など

に、お問い合わせ下さい。 

 

ホーチミンの街並み 
寄宿舎での活動 



ANH CÓ THAM GIA KHÔNG ?  参加しませんか？ 

○ 会員募集中！  

南遊の会では，マングローブ林保全事業を通して地域環境や地球環境の保全に貢献する活動を支

援していただける方，異なる文化と社会を体験し学びたいと願う日本とベトナムの青少年を支援し

ていただける方など，南遊の会の活動に賛同して頂ける仲間を求めています。 

会員種別は，下表の 5 種類あります。会員種別に応じて，次のような特典があります。(1)会員

種別に関係なく，会員の方全員に会誌『TAYと手』を発行の度にお送り致します。(2)さらに，支持

会員以上（法人会員含む）の方には，スタディツアー感想文集『MESSAGE』をお送り致します。 

入会申込書にご記入の上，事務局まで郵送するとともに，所定の年会費をお納めください。入会

申込は，eメールでも受け付けています。申込書は，ウェブサイトからもダウンロードできます。 

会員種別 年会費 性格 

正 会 員 12,000 円 
本会の目的に賛同して入会して頂ける個人の方 

（総会での議決権を有します。） 

賛助会員 6,000 円 本会の目的と活動を賛助するために入会して頂ける個人の方 

支持会員 3,000 円 本会の目的と活動を支持するために入会して頂ける個人の方 

会 友 1,200 円 本会の活動を協働するために入会して頂ける個人の方 

法人会員 (一口)30,000 円 
本会の目的に賛同して入会して頂ける団体（法人，任意団体は
問いません。） 

 

 

○ スタッフ募集中！ 

南遊の会では，地球環境・地域環境の保全，日越の若者

のために，一緒に活動していただけるスタッフを募集していま

す。スタディツアーの企画・運営はもちろん，各種調査，イベ

ント・勉強会などの企画・運営，会誌の編集，広報活動など

やれることはいろいろあります。  

NPOや NGO活動に興味のある学生さん，仕事だけで

は満足できない社会人の方，いろいろな体験をして“生きが

い”を見つけてみませんか？ まずはお気軽に右記アドレ

スまでメールでお問い合わせください。 

---------------------------------- 【入会申込書】 キリトリ線（コピー可） ---------------------------- 

フリガナ                     
会員種別 

（いずれかに○印）  
氏  名 

または名称・代表者氏名 
 

住  所 
〒      － 1 正 会 員 

2 賛 助 会 員 

 ◇Tel   (     )      -  ◇Fax  (     )      - 3 支 持 会 員 

 ◇携帯電話 (     )      -  ◇e-mail 4 会 友 

連絡事項 スタディツアー（☐ 参加希望 ☐ 案内希望 ☐ 希望しない） 5 法 人 会 員 

※ お手数ですが、入会のお申込みは、お一人に付き一葉の申込書へご記入ください。 

郵便振替口座：00840-6-56636 名義人：南遊の会（会員申込・寄附とも） 

 

「南遊の会」事務局 

〒460-0008 

愛知県名古屋市中区栄 3-18-1  

ﾅﾃﾞｨｱﾊﾟｰｸ ﾃﾞｻﾞｲﾝｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ 6階 

市民活動推進センター内 

U R L : http://www.namdu.jp/ 

E-mail : info@namdu.jp 

http://www.namdu.jp/

